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と女性、V.ケ アと平等をめぐって、順 に議論していく。　　　　　　　　　　　　　　 (南野)
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の政 治性 を指摘 した 「批 判法 学」(Critical　Legal　Studies)が生ま れる が 、理論 的 にはこ の批判 法学
の思潮 を汲 みな が らも そ の方 向や あり方 に対 し批 判や 不満 を持っ たマ イノ リティ に属する 法学 者達
を 中心 に、80年代 半 ば以 降、「批 判 的 人種 理論 」(Critical　Legal　Theory)が形 作 られる2)。批 判 的


















2)木下は、批判人種理論 のテ ーマとして以 下の10のテーマを挙 げている。リベラリズ ム批判、物語の活用 、アメ
　 リカ公 民権 法とその発展へ のリビジョニス ト的解釈 、人種と人種差別 を支えるも のへのより深い理解 、構 造決
　 定主義、人種 、性 、階級 とそ の交錯 、人種本 質主義とその批判、文化的民族主義/分離 主義 、法制度 ・法学教育
　 批判、批判と 自己批判。木 下智史 「批判 的人種理論(Critical　Race　Theory)に関する覚書」207-210頁、『神 戸
　 学院法学』26巻1号 、190-230頁、1996年。
3)ベッカ ーら編者は、80年代 以降の理論 的展 開を、70年代まで にとられてきた形式 的平等論を 中心とした リベラ
　 ルアプ ローチの時期 に比べ はる かに豊富 に理論 が生み出された 時期 として3章 の 「フ ェミニズム理論」 の章で
　 扱っている。 そこでは、キャ ロル ・ギリガン の『も う一つの声』 に代表 される80年代 における 「差異」 の問題
　 を見たあと、「(不)平 等に対す る理論 的アプ ローチ」としてフェミニズム の理論 的蓄積の紹介を行っているが、
　 批判的人種理論はその 中で、キャサリン ・マッキノンのドミナンス 理論、ル ース ・B・ ギンズバーグ判事の形式
　 的平 等論の 正 当化 、ロビ ン ・ウェス トを はじ めとした 関係派 フェミニズ ム 、プラグ マティズ ム ・フェミニズ
　 ム 、社会 主義フェミニズム 、ポス トモダン ・フェ ミニズムの後 、レズ ビアン ・フェミ ニズ ムの前の位置 を 占め
　 ている。
4)「人種づけられた社会」については、植木淳 「人種平等と批判 的人種理論 」『六 甲台論集 法学政 治学篇 』44巻3
　 号、19-59頁、1998年。
5) Harris, A. P. "Race and Essentialism in Feminist Legal Theory" in Wings, A. K. (eds.) (2003) CRITICAL RACE 
  FEMINISM, 2nd ed. New York U. P. 34. 
6) Id.































9) Grillo, T. & Wildman, S., "Obscuring the Importance of Race: the Implications of Making Comparisons between 
  racism and sexism (or other-isms)" in Wildman, S. (1996) PRIVILEGE REVEALED: How  INVISIBLE PREFERENCE 


































12) Hernandez-Truyol, B. E. (1998) "Las Olividadas-Gendered in Justice/Gendered Injustice: Latinas, Fronteras and 
   the Law," 1 J. GENDER RACE & JUST. 354, 355-376, 378-385 in Becker, et  al. supra at 193-201. 
13) Harris, supra. 
14) Matsuda,  Mari J., "We the People: Jurisprudence in Color" in Matsuda (1996) WHERE IS YOUR BODY? Beacon 
   Press, 21-27.
15)補償 について 、詳 しく は、木下204頁参 照。































16) Matsuda, supra. 
1) Sadler, A. E. (ed.) (1996) AFFIRMATIVE ACTION, Greenhaven Press, 6 (Introduction). 





























3) Becker, Bowman & Torrey (eds.) (2001) CASES AND MATERIALS ON FEMINIST JURISPRUDENCE, 2nd ed. West, Text 
   Note 805-806. 



































10) Wooden v. Borad of regents of the Univ. of Ga., 32 F. Supp. 2d 1370 (1990). 
11) Smith v. Univ. of Washington Law School, 233 F.3d 1188 (9th Cir. 2000). 
12) Gratz et al. v. Bollinger et al., No. 02-516 (June 23, 2003). 
   Grutter v. Bollinger et al., No. 02-241 (June 23, 2003). 
12) Becker, supra note (3). 




















摘しておこう。平等な機会という観念やそれ に基づく政策が歴史的なも のであるのと同様、客観 的
基準による能力主義もまた歴史的なものなのである18)。　　　　　　　　　　　　　　 (藤本亮)









16) Becker, supra note (3). 
17) Becker, supra note (3) 807-810. 























済を 目的としたも のである。彼女らによる反ポルノグラフィ公民権条例のモデル案によれ ば、ポル
ノグラフィとは、「図画および/または文書を通じて、性的にあからさまな形で女性を従属される写
実的なもの」であり、かつ次の状態の一つまたはそれ以上を含むも のを言う。(a)女性が人間性を










































　 SERIousLY,2nd　e .　West,467-470.キャ サ リ ン 、 マ ッ キ ノ ン 、 マ ン ド レ ア 、 ド ウ ォ ー キ ン(2002)『ポ ル ノ グ ラ


































(5)ポルノグラフィが(米 国法における)「猥褻」な表現と同じよう に「価値 の低い」言論であ
　　　るとする議論があるが、インディアナポリスの条例は、表現の文学的・芸術的・政治的・科




























　従来、愛情や家族的愛着によって結ばれた関係　　 いわゆる 「親密な関係」 は私人間関係で
5)Mackinnon,"Porography　s　Sex　Discrination",　n　I.Aw　AND　E　QuALITY,　vol.4.　no.1in　Becker,　et　al.　supra.邦訳 は 前
　 出 『 ポ ル ノ グ ラ フ ィ と 性 差 別 』223-247頁.
1) Becker, Bowman & Torrey (eds.) (2001) CASES AND MATERIALS ON FEMINIST JURISPRUDENCE: TAKING WOMEN 




















(例えば家族的関係を含む様 々な)親 密な関係性 と法・政治的理念との間の整合性が、社会的な道




















































2)アンソニー ・ギデンズ著(1995)『親密性の変容　　現代社会 におけるセクシュア リティ 、愛情、エロティ シズ
　 ム』松雄精文 ・松川昭子訳、而立書房 、287頁。
3) Sigel, Roberta S. (1996) AMBITION & ACCOMMODATION:  How WOMEN VIEW GENDER RELATIONS, 96-98, 167-68 in 
  Becker et  al. supra. 
4) Steil, Janice M. (1997) MARIAL EQUALITY: ITS RELATIONSHIP TO THE WELL-BEING OF HUSBANDS AND WIVES, 24, 







時間的経緯 による変化(短 期的影響/長期的影響)や ②婚姻解消の原因による相違(死 別/協議離婚
/その他)を 重視して緻密な分析を行っている点である。彼女たちもまた、離婚にともなう育児の
責任分配、年金 ・租税等の法律整備の不備 、そしてなによりも離婚後の経済状況を 占う女性の労働
条件 における法的負担の大きさを指摘している。ここまでの三つの社会科学的アプローチは、「親






中性化:性 的家族観 と二十世紀的な諸悲劇』6)からの抜粋 において、夫婦と子を中心とした近代家














5)  Holden, Karen & Smock, Pamela (1991) "The Economic Costs of Marital Dissolution: Why Do Women Bear a Dis-
  proportionate Cost?" 17 ANN. REV.  SOC. in Becker, et al supra. 
6) Fineman, Martha  Albertson (1995) THE NEUTERED MOTHER: THE SEXUAL FAMILY AND OTHER TWENTIETH CEN-
  TURY TRAGEDIES, in Becker, et al supra. 
7) Hewitt v. Hewitt, Supreme Court of Illinois, 1979, 77 Ill. 2d 49, 31 Ill. Dec. 827, 394 N.E.2d 1204. 




償 の問題 、性差別事件としての同性結婚の不認 定、など多様な争点を紹介し、読者に検討を求め
る。次いで州法レベルにおける結婚防衛法9)およびヴァーモント州 におけるCivil　Unionのための
法令10)を検討し、その後の推移を紹介している。編者たちは法律家としても法改革者としても、意
識 的に考えるように促すととも に、同性結婚の問題が、女性 問題やフェミニズムとどのように関連
するか考えることを重要視している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (望月清世)


















9) DOMA (Defense of Marriage Acts) in Becker et  al. supra. 668-70. 
10) The Vermont Act Relating to Civil Unions in Id. 670-72. 
1) Becker, Bowman & Torrey (eds.) (2001) CASES AND MATERIALS ON FEMINIST JURISPRUDENCE: TAKING WOMEN 
  SERIOUSLY 2nd, West  1024-1076. 
2)  it  l  a, Fraser, Nancy (1989) UNRULY PRACTICES: POWER, DISCOURSE AND GENDER IN CONTEMPORARY SO-
  CIAL THEORY, University of Minnesota Press. 
  Benhabib, Seyla (1992) SITUATING THE SELF: GENDER, COMMUNITY AND POSTMODERNISM IN CONTEMPORARY 



































3) Becker, et al. supra.
4)ただし、この比較における先進 諸国には、 日本 は含まれていないこと に注意。






























6) West, Robin (1987) "The Difference in Women's Hedonic Lives: A Phenomenological Critique of Feminist Legal 
  Theory," 3  WIS. WOMEN'S L. J. 81 in Id. 122-131. 
7) Kittay, Eva (1999) LOVE'S  LABOR: ESSAYS ON WOMEN,  EQUALITY, AND DEPENDENCY p. 188 in Id. 1034. 
8) Harrington, Mona (1999) CARE AND EQUALITY: INVENTING A NEW FAMILY POLITICS 48-49; Tronto, Joan (1993) 
  MORAL BOUNDARIES: A POLITICAL ARGUMENT  FOR AN ETHIC OF CARE in Becker et al. supra at  1034-35. 
9) Sen, Amartya (1993) "Capability and Well Being," Nussbaum, Martha C. & Sen, Amartya eds., THE QUALITY OF 
















べて、イングランドらは、育児コストを分散するために全労働人 口に[米 国よりも]重 い課税をす
るEUの 一国として、フランスの制度を参照する。このような政策は、現役世代から次世代への




















に法 学教 育 において 、 どのよ う に活 か してい くこ と ができ るか という こ とであ る1)。 (南野)
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